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挫折者 に注がれ るラテ ィガ ンの眼差 し
福 田 逸
1序 一 ラ ティガ ン登場
映画 『黄色 い ロール ス ロイスs(7為YellowRollSTRoyce),『予期 せ ぬ出来
事』(TlzeV.LP.s),『チ ップ ス先 生,さ ような ら』(Goodbye,MrChiPs)な
どの脚 本家 として有 名 なテ レンス ・ラティガ ン(TerenceRattigan,1911～1977)
が所謂 ウ ェルメイ ド ・プ レイ の作家 として確乎 た る地位 を築 いたのが1930年代
の後半 か ら40年代 前半 にか けてであ る。最初 の大 ヒッ トとな ったのが,1936年
に上演 された 『フラ ンス語入 門』(FrenchiiVithout7吻α7s)で1039回の ロング
ラ ンを記録 してい る。続 けて1942年に上 演 された『夜間照 明滑走路』(FlarePαth)
が670回,翌43年の 『鬼 のいぬ間 に』(WhiletheSunShines)は1154回の ロン
グラ ンとな った。1000回を越 す上演 とい うこ とは大雑把 にみて,3年 間近 く上
演 され てい るこ とにな る。 なお,こ の間,他 に も3本 もの作 品が上 演 され てい
る。このように立 て続 けに ヒッ ト作 を書 いた劇 作 家 は当時 としては皆無であ りω,
まさに彗星 の如 き新人劇作 家登場 だ ったに違 いない。 これ ら一群 の作 品 はすべ
てライ ト ・コメデ ィと言 うべ きもので,当 然 ラテ ィガ ン も軽喜劇作家 として受
け止 め られ,こ の稿で取 り上 げ る 『ウイ ンズ ロ ウ・ボーイ』(TkePlxlinslowBoy,
1946.ロング ラ ン476回)とか,後 の 『海 は深 く青 く』(DeepBlueSea,1952.
ロ ングラ ン513回)のような シ リアスな作 品 は書 か ない作家 と考 え られて いた。
とい うよ りも,一 般 に は確乎 た る人 気作家 の地 位 を築 きなが ら,劇 評 家達 か ら
はむ しろ軽 い もの しか書 けない作 家 とい う皮 肉 な批評 を受 けることにな ったω。
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それ どころか,『フランス語入門』が ヒッ トした時 な どは 「まぐれ当た り」とか
「一作 だけの ラテ ィガ ン」とこ きお ろされ,『夜間照明 滑走路』,『鬼 のいぬ間 に』
と立 て続 けに ヒッ トさせて も,劇 評 家達 は出演 した レックス ・ハ リス ンな どの
俳優 の人気 と上手 さのお陰 だ としか見 て くれ なかった(3)。
II『ウイ ンズロ ウ ・ボーイ』執筆 の経緯
『ウインズ ロウ・ボーイ』 を書 く頃 のラテ ィガ ンを取 り巻 く劇評界 の雰 囲気 は
以上 の ような ものだったが,だ か らといって,何 も劇評家の鼻 を明か してや る
ため に,シ リアス な芝居 を書 こう とか,も うライ ト・コメデ ィは書 くまい とか,
彼が考 えたわ けで はなかった。 ライ ト」コメデ ィか ら 「一歩 前進す るべ き時が
きた」な どと考 えたわけで もない。他 の どんなアイデ ィアよ りもこの作 品のア
イ ディア を一刻 も早 く具体化 したか ったか らにほかな らず,そ してこのアイデ
ィア を具体化す るにはシ リアスな形 式 しか考 え られなかっただけなのだω。
た だ,動 機 とい うこ とであれ ば,こ の作品 の生 まれ る動機 と言 える ものが二
つあった。一 つ はラティガ ンが法律 や事件,裁 判 に非常 に興味 を持 っていた と
い うことである。血 は争 えぬ とで も言 うのか,彼 の祖先 に は多 くの法律家 がお
り,兄 ブライア ンも事務 弁護士{5)だった。事 実 そのおか げで,法 律 関係 の文書,
書類 に触 れ る機会 に も恵 まれてい た し,若 い頃か ら裁 判の傍聴 に も盛 んに行 っ
ていた とい う。有名 な裁判 の記録 を読 むの も好 きだった(6}。彼 の遺作 となった『コ
ーズ ・セ レブレ』(CazeseCε/e伽,1977)(7}が,現実 にあ った事件 に基づいた裁
判劇 である とい うの も頷 ける事実で ある。尤 も,こ れ らの こ とは単 にラテ ィガ
ン一人が裁判(法 律)に 興味 を抱 いていた とい うに止 ま らず,英 国 で は裁判 と
い うものの本質が,た とえば 日本 に較べて遙 かに ドラマ ティック(演 劇的)で
あ るとい う事 実 も忘れ てはな るまい(8)。
もう一つ,『ウインズロウ ・ボー イ』執筆 の具体 的な動機 となる ことが ある。
ラテ ィガンの親友 の一人 に映画監督 のアンソニー・アスキス(AnthonyAsquith,
1902～1968){9)がいるが,ラ ティガ ンは この アスキス達 を呼んで屡 々パ ーテ ィを
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開 いてい る㈹ 。 そのパ ーテ ィ ・ゲームで彼 らは時々 「裁判 ごっ こ」 をや り,そ
れ ぞれ の出席者 が判事,弁 護 士,検 事,或 い は陪審 員 の役 を演 じた とい う(ち
なみに ラテ ィガ ンの好 み の役 は検事 役だ った とい う)。ある 日そんなパーテ ィの
席上で名 プロデューサー,アナ トール・ドゥ・グリュンワル ド(AnatoledeGrunwald)
がラテ ィガ ン とアスキスに共同で英 国の裁判 を扱 った映画 を作 らな いか と持 ち
か けた。 ラテ ィガ ンは,裁 判劇 だった ら,実 際 にあったアーチ ャー=シ ー事件
(Archer=Sheecase)をモデル に して書 いてみたい と答 えグ リュンワル ドに資
料 を渡 すが,グ リュンワル ドは,退 屈 な事件 だ とい って降 りて しまう。既 に こ
のアイ デ ィアが頭 のなかで膨 らみ始 めていた ラテ ィガ ンは腹 を立 てて,映 画が
駄 目だ と言 うのな ら芝居 を書 いてや る と啖呵 を切 った。ア スキ スは,裁 判 劇 は
難 しい し,ア ーチ ャー=シ ー事件 を題材 にす る となる と,法 廷 の場 と家庭 の場
と両方 を舞台 に出 さね ばな らず,場 面 の設定 が複雑 にな り大変 ではな いか と忠
告 した(川。 それ に対 し,ラ テ ィガ ンは,そ れな らこの事件 を題材 にして,な お
かつ法廷 の場 は一切使わず,全 ての場 面 を家庭 に設定 して,こ の事件 を書い て
みせ る と言 って賭 をした。何 を賭 たか は不明 だが,実 際 に賭 を して,そ れか ら
六週間 で作 品 を仕上 げて しまった。以上が 『ウイ ンズ ロウ ・ボー イ』執筆 にい
たるまで の動機 と経緯 であ る。
で はそのアー チ ャー=シ ー事件 とは如何 なる事件 で あったか とい う事 になる
が,ま つ その前 に 『ウイ ンズ ロウ ・ボーイ』 の粗筋 を述べ てお こう。
《第1幕 》 ウイツ ズロ ウ家 の居間。1910年頃,7月 。オ ズボー ンの海 軍兵学校
に行 ってい るはず のウインズ ロウ家の末 っ子 ロニ ーが突 然帰 って くる。5
シ リングの郵便為替 を盗 んだ罪 で放 校 され たの だ とい う。 家族 の反応 はそ
れぞれ に違 う 「盗 んでい ない」 と言 うロニーにひ たす ら同情 す る母親
グレイス,理 性的 に事実 を知 ろうとす る姉 キ ャサ リン,弟 が盗 んだの だ と
決めてかか るが優 し く慰 めてや る兄 デ ィッキー,一 言二 言質問 しただ けで
「盗 んでい ない」 とい う息子の言葉 を直観 的 に信ず る父親 アーサー。他 に,
軍人 で キャサ リンの婚約者 ジ ョン,ウ イ ンズ ロウ家 の事務弁護i士で キ ャサ
ー3一
リンを愛 しているデズモ ン ドなどが登場 。厳格 な父親,気 のいい母親,理
性 的で しっか りものの姉娘,人 はいいが勉 強 は苦手 な長男,出 来の いい優
等生 で父親か ら可愛 が られて いる末 っ子,そ して家族 同様 に扱われ ている
陽気 な女 中。 この場 は,海 軍兵学校 に抗議すべ くアーサ ーが受話器 を取 り
上 げる ところで終 わ る。
《第II幕》同場。 四月(九 ヶ月後)。アーサー は海軍兵学校,海 軍省,さ らに
は国会 に まで審議 や り直 しを働 きか け,新 聞 に投書 を繰 り返 し,今 で は国
中が この事件 で持 ち きりになってい る。 その月 日が家族各々 の うえにそれ
ぞれの形 での しかか っている 事件 を裁判 に持 ち込 むための虚 しい努力
が元 で健康 を害 し始 め,以 前 に増 レて頑 なになっているアーサー,息 子 の
無実 よ りは日々の現 実に忠実で,夫 の健康 を気遣 うグ レイス,軍 人 の父親
の影響 を受 けるジ ョンと衝突 し,式 の 日取 りも延期 され て しまうキャサ リ
ン,訴 訟費用捻出のため,父 親か らオ ックスフォー ド中退 を命 じられ るデ
ィッキー,そ して,今 や名門 のパ ブ リック ・ス クー ルに受 け入れ られ,自
分 の名誉 と正義 のため に父親が苦労 している ことも忘れが ちなロニー。 キ
ャサ リンは国家 の犯 した不正が許せ ず,婚 約破棄 の危険 も顧 みず父 に協力
して訴訟 を進 めよ うとす るが,ア ーサーがサー ・ロバー ト・モー トンに弁
護 を依頼 しようとしてい るのを知 って反対 す る。婦人参政権 連盟で働 くキ
ャサ リンと保 守党 に属 す るモ ー トン とは政治的立場が相 反す るのだ。 やが
て ロニーに直接面接 して弁護 を引 き受 けるか否 か を決 めるためモー トンが
訪 ねて来 る。彼 は裁判 に持 ち込 むには国に「権利 の請願」(12}を認 めさせ る し
か手 はないだ ろうと言 う。 ロニー を訊 問す るモー トンの舌鋒 は鋭 く,混 乱
させ られた ロニー は自分 に不利 な証 言ばか りして しまう。 泣 きだす ロニー
を更 に厳 し く問 い詰 め,追 い詰 めるモー トン。家族 は皆 ロニーの有罪 を確
信 し始 めつ つ も,モ ー トンの残酷 さを非難 す るが,そ の時 モー トンが言 う,
「この子 は明 らか に無実 だ,弁 護 は引 き受 けた」 と。
《第III幕》 同場。一 月(九 ヶ月後)。夜遅 く。モー トンは 「権利 の請願」 を認
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めさせるべ く下院で奮戦中。キャサリンはその傍聴に行 っている。一家の
経済 はますます逼迫 して くる。アーサーは二十年以上いた女中を賊 にした
い と言い出 してグレイス と口論。信念を貫 き正義を守るためなら如何なる
犠牲 もおしまぬ というアーサー と,現実のみを見て家族の崩壊や夫の健康
を憂 えるグレイスは対立する。 キャサリンが戻 り,モー トンの努力 にも拘
らず裁判に持 ち込めそうもないという報告。遅れてモー トン登場。キャサ
リン(進 歩派)と モー トン(保守派)の 間に対立 を通 して尊敬の念が生ま
れる。ジ ョンの父親(陸 軍大佐)か ら国会の成 り行 きを怒 り,場合によっ
ては婚約破棄 も有 り得 ることを匂わす手紙が届 く。 ジョン登場。キャサリ
ンと二人の話 し合い。ジョンはキャサリンが訴訟 を諦めると思い安心する,
キャサ リンはジョンの気楽な態度に失望 しつつ も一縷の望み は捨てない。
モー トンの秘書より電話が入 る。モー トンが下院を退出 した後,僚 友が立
って演説,形 勢は逆転 し,遂 に政府が 「権利の請願」を認めたという。モ
ー トンはこのまま裁判に突入すべきか否か,キ ャサ リンに問 う。みなの見
守る中,キ ャサ リンは人生の幸福を捨てて政府の不正を正す道を選ぶ。ジ
ョンは別れ を告げて立ち去る。
《第IV幕》同場。六月(五 ヶ月後)。裁判が始 まり明 日は判決 という日。アー
サー はいよいよ健康を損ない車椅子の生活。一層頑固な老人になっている。
判決を前にディッキーが地方の勤め先か ら戻 って くる。裁判 は敗色濃厚。
事務弁護士のデズモ ンドが法廷 を抜け出 しジョンに捨てられたキャサ リン
に求婚 しにくる。心動かすキャサ リン。 デズモン ドは,モ ー トンが政府側
か ら提供された法務総裁の地位 を蹴ってまでこの訴訟を勝 ち抜 こうとして
いると話す。 この二年の歳月にそれぞれなにかを失い,か つ何一つ得るも
ののない父娘。「お前の人生を台無 しにしてしまったな」「台無 しにしたと
すればそれは私 自身のやったこと」 それでも 「もしやり直せるとした
ら同じ道を選んだ」だろうという二人。女中が突然帰ってきて裁判の勝利
を告げる。政府が形勢不利 と見て裁判か ら降 りたのだ という。法廷 も街頭
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も歓呼の声に埋 まっている。モー トンは法廷で湊泊の涙を流 し祝福の握手
攻めだという。敗北感 と喪失感に包まれた苦い勝利。やがてモー トンが海
軍大臣の(敗北)宣言を書 き留めたメモを持って くる。二人 きりになったモ
ー トンとキャサ リンの間に今までにない敬愛の念が沸 く,が,あ くまで二
人の立場は永遠 に交わることのない双曲線を描 き,登場人物が各々の苦い
人生を孤独に生 きてい くことを暗示して幕が降 りる。
111アーチ ャー=シ ー事件
さて 『ウインズ ロウ ・ボーイ』 の題材になったアーチャー=シ ー事件の概要
と,ラテ ィガ ンがそれを如何 にア レンジ して劇作品に仕上 げたか を見て行 こう。
再 び粗筋紹介にな るが,こ の異同を概観す ることによって,お そ らく作 者が何
を訴 えようとしたかが明確 になって くるに違いない倒 。
1908年10月オズボー ン海軍兵学校生徒 ジョー ジ ・アーチャー=シ ー は,テ レ
ンス ・バ ック とい う生徒所有 の5シ リングの郵便為替 を盗み換金 した という罪
を着せ られ,父 親 はジ ョー ジの退学 を要求 された。 ジョー ジは無実 を主張 した
が,彼 はその事件 の当 日,事 実,15シリング6ペ ンスの郵便為替 を作 るために
郵便局 に行 っている。一方,窓 口で応対 をした女子局員 は,ジ ョージの顔 を確
認 出来 なかったに も拘 らず,15シリング6ペ ンスの為替 を作 った生徒 と,盗 ま
れた為替 を換金 した生徒 は同一人物である と主張 してやまなか った。 さらにこ
の女子局員 の証言 は,ジ ョー ジが指示 に従 って書 いたバ ック とい う署名 と盗 ま
れた為替 にあった署名 とが同 じであったこと,そ して筆跡鑑定 の専門家が,為
替 にかかれた偽 の署 名 はジ ョージの筆跡に違 いない と断言 した ことか ら,間 違
いない ものとされ た。
こうしてジ ョー ジは退学 させ られ るが,兄の陸軍少佐 マーチ ン・アーチ ャー;
シー(下 院議員)は この署名 は弟の ものではない と確信 し,父 親 にアイル ラン
ド出身の弁護士サー ・エ ドワー ド・カーソン(1854～1935){i4)el相談す るよう勧
めた。 カー ソンは三時間 もジ ョー ジを調べた結果,ジ ョージは嘘 をついていな
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い との確信 を持つに至 り,弁 護 を引 き受ける。マーチ ンはカーテンの陰 に隠れ
て この尋問 に立ち合 ってい るが,この尋問に相 当する戯 曲の第二幕幕切れの「何
を言 う,こ の子は明 らかに無実だ。弁護 は引 き受 けた。」("Oh,yes.Theboyis
plainlyinnocent.Iacceptthebrief.")《15}とい う ドラマテ ィックな科 白は史実 そ
の ままで ある㈹ 。カーソンは,筆 跡鑑定 については,鑑 定が誤 っていた という
前例 もあ り,重 視す るに足 りない と考 えた聞 。 また,女 子局員が勘違 い してい
る可能性 も十分あ り得 る と考 えた。
が,海 軍省側 はこの事件 を蒸 し返す ことには非常 に消極的で,何 の成果 もあ
が らぬ まま二年近 くの歳月が過 ぎ去 った。ただ,海 軍省 も審問を二度 開いては
いる。 ところが,そ の際ジ ョージには弁護士等何 ら法的な後 盾が認 め られ なか
ったため,海 軍省側 の証人が提出 した証拠 を突 き崩す ことも出来ず,有 罪 とい
う以前 の決定 をい よいよ確かな ものにして しまった。ジ ョー ジは海軍将校 で も
なかったので,軍 法会議 も拒否 され,止 むな くカーソンは,「権利の請願」とし
て知 られ る手段を用 いることに した。当時,臣 民 は王 を告訴 するこ とは許 され
ていなか った(つ ま り,王 は過つ ことはない)が,臣 民が王 と何 らかの契約 を
結んでいた場合に限 って,如 何 なる論争で も法廷 に持込 める という特権 が認 め
られていた。 そこで カー ソンは,ア ーチャー=シ ー氏 は息子 を海軍 に入れ る前
にオズボー ンで教育 を受 けさせるという契約 を海軍省 と結 んでいた と主張す る。
ところが1910年6月12日に審理 が開かれた時,王 側の代弁者で ある法務次官
は,こ の件 に関 しては 「権利 の請願」 という原理が適用 されないので はないか
との疑義 を呈 した,王 はその臣民 を誰で も自由に解雇す る権利 を持 ってい るか
ら,と い うのである。判事 もこれ に賛同 した。カー ソンはこの唯単 なる法的手
続 きに対 す る異議 による妨害 に激怒 し,直 ちに上告 を決意,判 決 を不服 とする
上訴文 に,事件 の事 実関係 を盛 り込んだ。判事 たちはこの上訴文 に興味 を示 し,
法的手続 きを云々す るよ りも,まず真実が問われなけれ ばならない ことに同意,
ついに 「請願 」は受理 された。
ジ ョージ は二 日間 に亙 る検事総長 の反対尋問 にも見事 に応 えた。オズボーン
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時代の友人バ トリック ・ショールズも彼の証言を裏付けて くれた。王側は主 と
して女子局員の証言に頼 っていたのだが,彼 女に対するカーソンの反対尋問は
見事であった。彼女が意図的に虚偽の証言 を行なったなどといった攻撃的な言
辞 は一切弄せず,一 般論 として兵学校の生徒を見分けるのはとても難しいこと
であるという事実 を彼女に認めさせたのだった。 しかも,盗 まれた為替が一兵
学校生徒 によって換金された という話が,実 は,彼 女が事件の公正な説明 を受
ける前に,兵 学校の下仕官長からほのめかされていたこと,さ らに彼女自身 は
事件当 日のことについては何一つ憶 えていないことも,彼女に認めさせてしま
った。そして下仕官長 と交わ した会話の記憶が下仕官長の言い分 と食い違 うこ
とがわかった とき,この女子局員の曖昧な記憶 に基づいて裁判を行なうことな
ど不可能だということがはっきりしたのである。
こうして裁判の四日目早々,検 事総長 は王側がジ ョージ ・アーチャー=シ ー
の無実を認めると宣言 した。が,海 軍省の方は,ジ ョージの復学を認めず,賠
償金7120ポンドを支払ったのも,よ うや く議会がその件を取 り上げてか らであ
った。が,皮 肉なことに,ジ ョージは第一次大戦が始 まったとき,南 スタフォ
ー ドシャー連隊に就役 し,激戦地イープルでの第一回目の戦闘で負傷,そ れが
因で1914年に死亡 した。
IVア ーチ ャー=シ ー事件 とウイ ンズ ロウ事件 の相 違
さて,現 実 のアー チャー=シ}事 件 とラテ ィガ ンの創作 したウイ ンズ ロウ事
件 との大 きな相違点 は何 か,主 な ものを幾 つか具体 的 に見 ていこう。 まつ,弁
護士 モー トンの出て くる時機の問題があ る。あ る意味で はもっ とも魅 力的 な登
場人物 であるサー ・ロバー ト・モー トンの登場 は二幕後半,休 憩 を一回 と考 え
れば前半部の終 わ り近 くになって初 めて登場す るわけだ。史実で は,事 件 当初
か らカーソンが活躍す るのだが,劇中ではモー トン登場 を九 ヶ月ず らしてい る。
こうしてモー トンに よるロ二一尋問 とい うクライマ ックス を前半部幕切れ に用
意 す ることで,厳 しい尋問か ら一転 して弁護受諾 とい う ドラマテ ィックな幕切
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れ に成功 してい る。前半の山場 を余 り前 に持 って来ず に済 んでいるわ けだ。
が,こ れが もた らす効 果 はそれ一 つに とどまらない。 このクライマ ックスに
到 るまでの時間が,あ らゆる家族関係 や家庭 の状況 を描 く余裕 を作 者 に与 えて
いる。
例 えば,史 実 に従 え ば,公 正か っ十分 なる審理 の要求,あ るいは軍法会議の
要求 な どは全 てカー ソンに委 ね られ るわ けだが,ラ テ ィガンはこれ ら全 てを,
オズ ボー ン兵学校へ の抗議か ら新 聞への投書や議会への陳情 に至 る まで,父 親
アーサーに背負わせて いる。その結果 アーサー は既 に健 康 を損 ない始 めている
一 「お父 さまには,十分 な休養が必要ですって 」("Iheardhim〈thedoctor>
sayFatherneededacompleterest")(18)。さ らにウイ ンズ ロウ家 の行動
に批判的 なジ ョンの父親 のために,キ ャサ リンは幾度 かの挙式延期 の憂 き目に
あってお り,デ ィッキーは訴訟費用(主 にモー トンを雇 う費用)捻 出の ため父
親か らオ ックス フォー ド大学中退 を勧告 され,二 人 とも余儀 な く人 生 の岐路 に
立 たされ ようとして いる。 ロニー はといえば,自 分の正義 と権利 のために父親
が必死の努力 をして いるのを尻 目に,学 校か らの帰 りに乗 った蒸気機関車 に夢
中にな り,記 者が取材 に来れ ば自分 の写真が新聞 に載 る と聞いて大 はしゃ ぎし
た りしてい るし,母 親 グレイスまでが,世 間を賑わせ,マ スコ ミが取材 に来 た
りするの をどこか楽 しんでいる様子 である。
アーサー は健 康 を害す るばか りか,こ うして家族 のなかで孤独 な戦 いを強 い
られ てい る。それを助 けるの は娘 のキャサ リンだけだが,そ のキ ャサ リン とも,
弁護 をモー トンに依 頼す る件で は衝突 してしまうのだ。 アーサー は最 も有能 と
世間 で評判 のモー トンに依頼す る とい うが,キ ャサ リンは思想 的 にモー トンの
人間性 を信用出来 ないのであ る。
このように,観 客 はモー トンの姿 を見 る頃に は,既 に この戯 曲の 「家庭劇」
としての枠組 み を明確 に捉 えているわ けで,単 なる「裁判劇 」(推理劇 もしく は
犯罪劇)を越 えた人 間存在 に対す る作者 の深い洞察力が生み出 した,い わ ば「人
間劇」 を見てい るわけで ある。
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もう一つ別の例 を挙げよう。前述のように作者は友人のアスキスたちと 「法
廷場面なしで裁判劇 を書いてみせる」 とい う賭をしている。従 って法廷の場 は
言 うまで もな く,この戯曲ではウインズロウ家の居間以外の場 は一切使われて
いない。モー トン(カ ーソン)が 議員 として活躍 した下院の議場 を使って も,
勿論賭 はラティガンの負けになるわ けである。 ということは,海 軍省=政 府 を
相手 に堂々の論陣を張 って 「権利の請願」 これを認めさせるより他にロニ
ーの事件 を法廷に持込 む手 はない とモー トン(カ ーソン)は 考 えるわけだが一
一 を,下 院の議場 で認 めさせるという劇的な場面をそのまま舞台上に再現させ
るわけにはいかないのだ。 しか も,法廷の弁論のみならず,議 会での弁論にも
また,か な り 「芝居がかった」 とこ15があ り,劇作家なら誰 しも形勢不利の九
回裏二死か ら,満 場の観客を前 に大逆転す る場 を書 くとい うのは大いなる誘惑
に違 いないにも拘 らずである。
で はこの議会の場(「権利の請願」が受理 される場)は,戯 曲ではどう処理さ
れているか。 これは第二幕一場,す なわちモー トンが訴訟 を引受 けた第一幕二
場か らさらに九 ヶ月たったある夜のこととなっているが,議 会での海軍大臣の
答弁に腹 を立てたモー トンは,人 間の尊厳 とい うものに一顧 だに与 えず法律上
の建前論 しか論 じぬ大臣に,無 言の軽蔑を投 げ掛 けるや席を蹴 って議場か ら退
出 して(この ことは傍聴席か ら帰 ったキャサ リンの報告 という形で知 らされる),
アーサーにその 日一 日の報告に きている。 そして 「権利の請願」の受理 は国会
にいる秘書か らのモー トンへの電話によって報 され る。それによれば,モ ー ト
ン退出後,弁 護士仲間の友人の代議士が発言を求め,形 勢が逆転 し海軍大臣は
法務総裁 に 「権利の請願」受理 を指示 したという。議場でのモー トンの,或 い
は友人代議士の活躍その ものは薄められ はするものの,そ れ は,日頃モー トン
に対 して批判的なキャサ リンが,モ ー トンが議場 の席 を蹴って退出する劇的か
つ効果的な光景 を褒めそや し,ア ーサーに向かって寧 ろ自慢げに話 して聞かせ
ることによって補われている{S9)。
こうして議会の白熱 した議論を眼前に見 られぬ代償 として,観 客 はウインズ
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ロウ家の人々の人間 ドラマー 悲劇的 といって もよい状況を目の当 りにする。
個人の尊厳,権 利,正 義 を追い求め,そ のためになら如何なるものをも犠牲に
する覚悟だと言い切 るアーサー,夫 の考 えに意義 を見いだせぬ妻のグレイス,
二人の語い。ディッキーは既 に大学 を中退 し地方の銀行に勤めて,今 や家には
いない。(このまま訴訟を続 けるな ら)婚約破棄 もあり得 ることを匂わせる,ジ
ョンの父親からの最後通牒,動 揺するキャサ リン,娘 の立場に,娘 以上に動揺
する父親。やがてジョンの来訪が告げられ,二 人の婚約者の切羽詰 まった会話
が続 く。キャサ リンが訴訟を諦めると単純に信 じ込んでいたジョンと,訴 訟遂
行に向けてジョンを説得出来ぬことを思い知 らされるキャサ リンとの会話の気
まずさと齪鋸。重い空気が舞台を領する。そこに 「請願」受諾 を告げる電話は
かかって くる。父娘 はロニーの人聞としての尊厳 を取 るか,キ ャサ リンの個人
の幸福を取 るか,二 者択一を迫 られる。父 と娘 と娘の婚約者 と,三者三様の複
雑な思いを胸 に抱 き,互 いの傷口を見つめ会 っているところに電話はかかって
くるのだ。モー トンにしても,も しもアーサー とキャサ リンの勇気 と信念が挫

























サー ・ロバー ト どうや ら大 臣 も採決 の危険 を冒すの はや め,我 々 の権利 の請
願 を受 け入 れ るよう法務総裁 に指示 する と,た った今保証 を与 えた ところ
らしい。 ウインズロウ対 国王の訴訟 は,従 って,つ いに法廷 に持 ち込 まれ
る ことになったのです。
(間。アーサー とキ ャサ リンは信 じ難 い といった様子で彼 を見 つめ る。)
(ややあって)さ て,私 はどうすれば よろしいのか?
アーサー(ゆ っ くりと)決 定権 は最早私 に はない。娘 に聞 いて頂 かね ば。
サー ・ロバー ト どうすれば よろしいのか な,ミ ス ・ウインズ ロウ?
(キャサ リンは眠 ってい るロニ ーを見下 ろす。アーサー は彼女 を じっ と
見つめている。 サー ・ロバ ー トは,サ ン ドウ ィッチ を頬張 りなが ら,
や は り彼女 を見 てい る。)
キャサ リン(感 情 を殺 した ような声 で)お 聞 きにな る必要 あ りま して,サ ー・
ロバ ー ト?請 願 は既 に受 け入れ られた も同然,そうじゃあ りません?権
利 を行使せ しめ,正 義 を与 えよ,そ うで したわね?
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(ジョンは抗議 しようと彼女の方に近づ く。キャサ リンはジ ョンを見 よ
うとしない。ジ ョンは急に ドアの方 を向 く。)
ジョン(激 して)ケ イ ト!さ よなら。
(ジョン退場。サー・ロバ ー トは,物 憂げな様子で考 え事 をしっつ彼の去
るのを見守 る。)
サー・ロバー ト(口 を一・杯 に して)ふ む 権利 を行使せ しめ,正 義 を与 えよ
実現 させ たいですな,是 が非でも。
幕(20)
再度言うが,作 者がそこに描 いているのは推理劇的な意味 での劇的なプロッ
トの展開で はない。逆転劇の面 白さを見せようとしているので はない。作者が
語 りたいの は,逆 転 が この場の登場人物 にもた らすインパ ク トであ り,そ のイ
ンパ ク トを受けた人々の心理や行動なのである。 ジ ョン,ア ーサー,キ ャサ リ
ン,モ ー トン,そ れぞれが異なった苦悩 を胸 に抱 き,全 てはキャサ リンの決断
に委ね られ,し か も各々が異 なった思いでその決断に期待 しているのだ。従 っ
て,最 も大 いなる苦悩 を抱 くのはキャサ リンであるの は言 を侯たない。が,一
見無関心を装 うモー トンに しても,感 情の揺れば,無 関心 を装 った分だけ大 き
いのだ とも言 える。ラテ ィガンは,静かな室内楽 の調べのような展開のなかに,
自己の存在 の根源に関わ るような,自己の存在の基盤 を根底か ら覆 しかねない,
のっぴ きならぬ選択 を迫 られた人間の精神 の葛藤 一一心の有 り様 を描いている
のだ。
同様の例 は終幕(第 二幕二場)に も見 られ る。劇的な大逆転 ともいうべ き勝
訴 もウイ ンズロウ家 の居間にいる父娘の許 に,法 廷 に傍聴 に行 っていた女中に
よって もたらされ る。 ここで も 「感動的な勝利の瞬間」の法廷 シー ンは舞台上
に現出され ることはない。大逆転劇の安 っぽい感動 を作者 は巧妙 に,飽 くまで
避けているのだ。女中の登場直前の父娘のや りとりを見て見 よう。
【法廷 を抜け出 して きたデズモンドはキャサ リンに結婚 を申 し込み,帰り
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際 に モ ー ト ン に 関 す る 秘 密 を 打 ち 明 け て い く。 モ ー ト ン は キ ャ サ リ ン が 考
え て い た よ う な 冷 血 漢 の エ ゴ イ ス トで は な く,こ の 訴 訟 に 激 し い 情 熱 を 傾
け て い る の だ と い う。 そ の 証 拠 に,敵 対 す る 政 府 側 が 提 供 を 申 し 出 た,法
律 家 と し て は 最 高 位 の 高 等 法 院 首 席 裁 判 官 の 椅 子 を,こ の 訴 訟 の 弁 護 を 続
け る た め に 蹴 っ て し ま っ た の だ 。 キ ャ サ リ ン は,モ ー ト ン も ま た こ の 訴 訟
の た め に 大 き な 犠 牲 を 払 っ て い た こ と を 知 り,自 分 が モ ー ト ン の 人 柄 を 誤
解 し て い た こ と,自 分 が 始 め か ら偏 見 を 持 っ て い た こ と に 衝 撃 を 受 け,自
分 の 愚 か さ を 悟 る 。 父 と二 人 に な っ た キ ャ サ リ ン は デ ズ モ ン ド と の 結 婚 の




















































キャサ リン …話 は簡単,ど っちを選ぶか ってい うだ けの こと。 デズモ ン ドと
一緒 になって家庭 に落 ち着 き,少しは役 に立 つ存在 になるか一 それ とも,
一生,週 ニ ポ ン ドで望 みのない理想 に殉 じるか。
アーサー 望 みの ない理想?お 前,以 前 にはそんな こと言わ なか ったぞ。
キャサ リン 以前 には,そ うは思わなヵ・った もの。
(アー サ ー は黙 って い る。 キ ャサ リン は頭 を彼の椅子 に もたせか ける。)
キャサ リン ジ ョン,来 月結婚 するんです って。
アーサー ジ ョンか ら聞いたのか?
キャサ リン ええ。 とて も済 まなさそ うな顔 してたわ。
アーサー 済 まな さそ う!
キャサ リン 気 に しな くて もいいのに。相手 の方,少 しだけど私 も知 って るの。
きっ といい奥 さんになるわ。
アーサー ジ ョンはその人 を愛 してい るのか?
キ ャサ リン いい え,私 の時 と同 じ。 多分 それ以下 じゃないか しら。
アーサー どうしてそ う直 ぐにことを運べ るんだ,こ の間一 つ い この間
キ ャサ リン 私 を捨 てたばか りで?直 ぐに戦争が始 まるか らで し ょ。戦 争が
始 まった ら彼 の隊 は真先 に海外 に送 られ る。 それ に父親 が大賛成 なの よ,
お相手が将軍 のお嬢 さんなんです もの。 この上な しの縁組 とい うわ け。
アーサー ケイ ト!
(間。 アーサー はケイ トの手 をゆっ くりと取 る。〉
台無 しに して しまったな,お 前 の一生 を?
キ ャサ リン そんな ことないわ,お 父様。台無 しに した とした ら,そ れ は私が
一16一
自分 でや った こ と。
アーサ ー 済 まない,ケ イ ト,済 まない。
キ ャサ リン いいの よ気 に しないで。お父 さま も私 も,自 分が何 をしているか,
分か った うえでや って来 たんで す もの。
アーサー 本当 に分 か っていたのかな?
キャサ リン そ うだ と思 うわ。
アーサー だ として も,動 機 はそれぞれ別 だったん じゃないか一 お前 と私で
は?そ の どち らも正 しか った と言 えるんだ ろうか?
キ ャサ リン 言え るん じゃないか しら。 どち らも正 しか った と思 って ます。
アーサー しか も吾々 の敵 はい つ も嫌 にな るほ ど道理 に適 っていた,違 うか?
キ ャサ リン その点 で は私 たちいつ も分が悪か ったわね。
アーサー 道理 を弁 えない頑固者一 敗 北 を認 めよ うとしない利 己主義。母 さ
ん に言わせれ ば,そ れ こそ動機 なんだそ うだ一
キャサ リン きっと母 さんが正 しいのね。動機 といって も,結 局 はそれだ けだ
ったのか もしれない。
アーサー しか し,道 理 を弁 えない頑固 とい うの も悪 くはない だろ う,不 正 に
立 ち向か うに は?
キャサ リン 暴政 に立 ち向か うに もね。(間)もし後戻 りす ることが出来て,も
う一度や り直 す と した ら一 お父様,違 う道 を選 んだ?
アーサー あるい は。
キャサ リン そ うは思 わないわ。
アーサー わ しもそうは思 わん。
キャサ リン 今で も自信 あ るわ,私 達 は自分が何 をしてい るか,分 かった うえ
でや って来 た。 しか もそれ は間違 ってなか った。
(アー サ ー は彼 女 の頭 の天 辺 に接 吻 す る。)
アーー一・サ ー ケ イ ト。 あ りが と う。{21)
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哀感の漂 う,し かも暖かな場面である。歓喜の嵐の吹 きまくる直前の静寂 と
いってもよいのだが,む しろ敗北の歌,葬 送 の調べ とす ら言い得るのではない
か。いわば最微弱音で奏でられる葬送曲 と言 うべきか。 クライマックスの大波
が押 し寄せるために,引 けるだけ引いた潮 と言ってもよかろう。
キャサ リンにせよアーサーにせよ,お そらくは未だ嘗てない敗北感を味わっ
ている一一おそらく,これ までの幸せな人生において経験 したことのないよう
な挫折に直面 しているのだ。 しか も彼 らの挫折感には,自 分は弱者であるとい
う,強 烈な自己認識が伴っている。のみならず,孤 立す ることの痛み,世 界か
ら疎外 されることの苦痛がそこにはある。さらに,作 者 は二人を同志 として描
くとともに,各 々が別の道を歩いて来たことを互いに明確に認識 させ ることに
よって一層の孤立感 を描いている。しかも,この場の強烈な自己認識 と挫折感,
敗北感が明確なものであるだけ,直 後に女中のもたらす勝利感 も,飽 くまで苦
い勝利であり,喪失を伴 った獲得に過 ぎないのだ。
法廷の場 を舞台上に現出させず,劇 的展開を全てウインズロウ家の居間に閉
じ込めることによって,作 者が手にした最大の利点が,こ の疎外感,孤 絶感 と
い う生身の人間の感覚であろう。ラティガンは,た だ単に技術的に法廷の場 を
避 けてみせたのではないのだ。おそらく彼の直感 は,賭 をした当初か ら,む し
ろ場面を限ることの利点を見抜いていたのではあるまいか。 こうして,作 者 は
現実の法廷 を描 くことな く,む しろそれ以上の臨場感を,女 中の感極 まった報
告に与 えているのである。 ここで もラティガンは女中という媒体 を使 って,法
廷での興奮状態を伝達するのではあるが,力 点が置かれているのは,既 に述べ
たように,や はりウインズロウ家の人々の内面に根 ざす ドラマ,あ るいは葛藤
なのである。 ラティガンの 「芝居 は人間に関するものであるべきで,プ ロッ ト
が先行 してはならない」 という信条はここでも見事に貫かれているのだ(22)。
V結 語一 挫折者 に注がれるラティガンの眼差し
作者の言わんとしたことは前章で明 白であろうが,そ れを補 う一例を,最 後
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に挙 げてお こう。終幕の幕切れのことである。
ロニーの無実 についてだが,芝 居 の展開 にしたがって,焦 点 はロニーの有罪
か無罪かか ら離れてい く。さらに終幕 はロニs-一…の無罪が決定 してhappyendで
幕になる訳で はな く,無 罪の結論 はかな り早 く出て しまうのであ り,後 はキャ
サ リンとモー トンの二人 だけの会話 とな る。(これ らの事実 は作者が単 なる裁判
劇 を書いた もので はないことの良 き傍証 となろう。)
ここで も作者 は,プ ロッ トの展開その もの よりも,人間 に重点を置 くわけだ。
しか もキ ャサ リンとモー トンの会話 に して も,た だ単 に二人 の相違 を描 きっぱ
なしにす るので はな く,二 人の人 間が,そ れぞれ 自己認識 を高 め,人 間 として
成長 し,さ らに,互 いが真情に裏打 ちされた信念 を貫 く人間であることへの信
頼感 を互 いに深 めるところを示 して幕 を切 っているのであ る。
が,こ こで もラティガ ンは一・筋縄 で はいかない。た とえ二人が尊敬 と信頼 を
如何 に深 めた として も,二 人 は異なった(正 反対 の)思 想 の持 ち主だった はず
だ。 その二人 を,作 者 はそのままにしてお く。 いや,幸 いな ことに,そ の まま
にしておいて くれ るのだ。 もし,こ こで安手 の男女 のhappyendを用意 された
ら,こ の作品 は何の意味 もなさず,単 な るメロ ドラマに堕 してしまう。
二人 とも,そ れ ぞれ に挫折 と喪 失を味 わって きたのであ り,そ れ を乗 り越 え
ての,そ れ を前提 にしての信頼であ り,尊 敬 であるのだ。 そこに安易 な妥協の
如 き男女 の歩み寄 りはあ り得ない。作者 は,あ り得 ぬ もの はあ り得 ぬままに,
あるが ままの人間の姿 を描 いて終 わ らせ る。
挫折や喪失を抱えた人々,孤 立し,疎外 され,苦 悩を抱 き続ける人々,ラ テ
ィガ ンの作品 は,こ の 『ウインズロウ ・ボーイ』以降,多 くの場合,そ うい っ
た人物 をあ りの ままに描 いて幕 を切 っている。政府の不正 を正す戦いの うちに,
婚約者 を失 い,お そら くはデズモ ン ドとの愛 のない結婚 も退 け,と いって尊敬
と信頼 はあって も(あるいは,愛 さえ もあ り得 るか も知れぬが),信 念の赴 く所
の異なるモー トンとも一緒 にはな らず,己 が信条 を貫 くであろうキャサ リン,
生涯 の伴侶 として,お そ らく最善 の選択であろうキャサ リンをその まま見過 ご
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して も政治家 としての信条 と弁護 士 としての使命 を貫 くモー トン,そ の他アー
サーにせ よデ ィッキー にせ よ,皆 多 かれ少なかれ,人 生 の挫折 と敗 北 を味 わい,
自分達 の上 に生 じた問題 をその まま一 生背負 って行 く運命 を甘受 している。弱
者,あ るいは敗北者 といって もいい よ うな人間 の 「痛 み」一ー 一他 人 か らは ど う
して も秘 して お きたい ような 「苦悩 」一 それ を背 負 った まま,言 い換 えれ ば,
登場人物 が 自分 のそ ういう状 態 を じっ と見 つめた ままで幕 が閉 じ られ るのだ。
こう して じっ と見つ め,自 分 に背負わ された荷 にじっ と耐 えて生 きよう とす る
幕切れ に,観 客 は,人 間 の尊厳 の恢 復 を見いだ して感動 す るので ある。
そ うい う 「痛み」 や 「苦悩」 こそ人間 が最 も大切 に しな くて はな らぬ ものだ
と,ラ テ ィガンは言い たげであ る。安易 に触れれ ば脆 くも壊 れ るガ ラス細工 の
如 き もの,それ こそ吾 々が互 いにいたわ りあ うべ き ものだ とい うので はないか。
そ うい う ものを持 った人々 をあるが ままに認 め ようと言 いたげなラテ ィガンの
目は常 に弱者 に向 け られ る。『ブラウニ ング訳』(TlzeBrozeningVersion,1948),
『海 は深 く青 く』,『銘々のテーブル』(SeParate7励/鶴1954)一と 『ウィン









(5)英 国 の 弁 護 士 は 法 廷 弁 護 士(barrister)と事 務 弁 護 士(solicitor)の二 種 に 分 か
れ る 。 法 廷 弁 護 士 は い わ ゆ る弁 護 士 と し て 法 廷 に 立 っ て 弁 護 す る が,事 務 弁 護 士
は,法 廷 外 の 訴 訟 事 務 を取 り仕 切 り,依 頼 人 と の 接 触 を す る 。 法 廷 弁 護 士 が 直 接
依 頼 人 と取 引 す る こ と は 認 め ら れ な い 。 二 者 の 育 成 の 過 程 も身 分 も ま っ た く異 な




(7)"causecelebre"}ま「有 名 な裁 判 事 件 」 とか 「悪 名高 き事 件 」 とい った意味 で あ
る。ちな み に,ラ テ ィガ ンが歴 史 や現 実 の事 件 に題 材 を求 め た作 品 に は,『銘 々 の
テー ブルA(SeperateTables),『ア ドベ ンチ ャ 一ー・ス トー リー』(AdventureStory,
1949),「ロス」(Ross,1960)などが あ る。
(8)JohnMortimer,ClingingtotheWrecleage(London:Weidenfeld&Nicolson,
1982)pp.95-97.なお,本 文 で 以下 に述 べ る 「裁 判 ごっ こ」 もこれ を例 証 す る も
の の一 つ で あ ろ う。
{9)アンソニ ー ・ア ス キ ス は嘗 て の首 相 ハ ーバ ー ト ・ヘ ン リー ・ア ス キ スの末 男 。
ヒッチ コ ック等,他 の多 くの英 国 の映 画監 督 の よ う にハ リウ ッ ドに は行 かず,ロ
ン ドンを活動 の舞 台 とした。 ラテ ィガ ンの作 品 の映 画化 は,こ の 『ウイ ンズ ロウ ・
ボー イ』(1948)の他 に も,『フ ラ ン ス語 入 門 』(1939),『ブ ラ ウニ ング訳 』(1950)
等。 そ の他 の代 表作 に 『ピグ マ リオ ン』(G・B・シ ョウ原 作 ・1938),『黄 色 い ロー
ル ス ・'ロイス』'(1964)等が あ る。
(10>MichaelDarlow&GillianHodson,TerenceRattigan:7'heMαnandHis
Work(London:QuartetBooks,1979)pp.140-141
(田 舞台 上 演 の場 合,場 面 の設定 が 多 けれ ば多 い ほ ど,大 道 具 に費 用 が掛 か り,経
済 的 に上 演 しに く くな るわ けで,一 般 に場 面 が一 場 だ けの いわ ゆ る一 杯 道 具 が好
まれ る所 似 で あ る。
(12)英国 国王 は昔 か ら法廷 の最 高 の長 で あ るか ら,普 通 の法 に従 って訴 え られ る こ
とはな い。 つ ま り,訴 訟 を起 こす た め に必 要 とされ た訴訟 令 状 は国 王 自 らが 出す
もので あ るか ら,そ の国王 が 自分 自身 に対 す る訴 状 を出 す こ とは出 来 な い の であ
る。従 って,一 般 市 民 に とって は国 王 は元 よ り,国 王 に直 属 す る海 軍省 等 を相 手
取 って訴 訟 を起 こす道 が な い訳 で あ る。 そ こで救 済(矯 正)手 段 と して,唯 … つ,
国王 の 慈悲 に よ り,訴 訟 を法廷 の場 に持 ち込 む道 が あ っ た。 これ が 「権 利 の請 願 」
と呼 ばれ る もの で あ る。 実際 に は,請 願 の受 諾 は,国 王 で は な く,議 会 の手 に委
ね られ て い た。 つ ま り,国 王 の 行政 府 た る政 府 が 請願 を拒否 して も,下 院 に は必
ず持 ち込 まれ た とい う こ とで あ る。 そ して その 下院 に お い て は,政 府 側 が採 決 に
破 れ る可能 性 が あ った し,更 に は一 致 団 結 した政 治 的圧 力 に屈 せ ざ るを得 ぬ事 も
屡 々で あ った。 な お この 「権 利 の請 願 」 は1947年に廃 止 され た。rJ
{13)以下 の概 要 は主 としてTheHeritageofLiteratureSeries版Tliel・Vi7islowBoy
(London:Lollgmans,1961)の編者D.R.Ellowayの序 文 に基 づ く。
{10EdwardHenryCarson(1854～1935)アイル ラ ン ド出 身 の政 治家 ・法律 家 。 早
くか ら英 国政 界 で 活躍 し,アス キ ス首 相 率 い る 自由党 政府 の法務 総 裁 まで務 め る。







(19)この例 に 見 られ る よ う に,法 廷 の 場 を描 か ぬ 代 わ りに,ラ テ ィ ガ ン は い くつ か
の 手 段 を用 い て,法 廷 や 議 会 等 の ウ イ ン ズ ロ ウ家 以 外 の 場 を臨 場 感 を失 わ ず に 再
現 し て い る 。 そ の 一 つ は,新 聞 記 事(登 場 人 物 の誰 彼 が 読 み 上 げ る)で 事 件 の 変
転 を 観 客 に知 らせ る とい う方 法 で あ る 。 あ る い は長 期 にわ た る月 日 と事 件 内 容 の
経 過 を,た とえ ば イ ン タ ビ ュ ー に来 た新 聞 記 者 に ア ー サ ー が 語 っ て 聞 か せ る と い
っ た 手 段 を使 っ て い る。
(20>TerenceRattigan,op.cit.p.429
(2DTerenceRattigan,op.cit.p.443-445
(劾cf.B.A.Young,TheRattiganVersion(London:HamishHamilton,1986)p.
64,M.Darlow&G,Hodson,op.cit.pp.178-179and"RattigantalkstoJohn
Simon,"TheatreArtS(1962.Apr.)
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